
種名と配列に関わる解説等（汎甲殻類（昆虫類を除く）） 

 

〇目録の解説 

本目録は，節足動物門のうち，鰓脚・貝形虫・イクチオストラカ・六齢ノープリウス・軟甲

の 5 綱（いわゆる「甲殻類」であるが，この名称に相当する群は側系統群である可能性が高い

ため，ここでは使用しない）を対象とし，科以上の上位分類群を独立した見出し行として記入

した。また，それら上位分類群すべてに対し，学名とその命名者・年を記入した。 

学名や分類体系はインターネット上のデータベースである WoRMS Editorial Board (2019) に

概ね準拠した。Class Hexanauplia Oakley, Wolfe, Lindgren & Zaharof, 2013 はこれまで和名が存在

しなかったため，今回「六齢ノープリウス綱」と新称した。 

岡山県野生生物目録 2009 での上記 5 綱の種数合計は 122 であった。本目録の種数合計は 286

（鰓脚綱 3・貝形虫綱 2・イクチオストラカ綱 1・六齢ノープリウス綱 14・軟甲綱 266）とな

り，ほぼ倍増したが，これは協力員の増加と精査によるもので，県下の自然環境の変化による

ものではない。また，今後県下での調査が進むにつれ，更なる種数の増加がある可能性が高い

と考えられる。 

上記 5 綱の目録作成は検討会委員の坂本明弘・中田和義・福田 宏および協力員の多留聖典

（東邦大学東京湾生態系研究センター）・和田太一（NPO 法人南港ウェットランドグループ）

・渡部哲也（西宮市貝類館）が担当し，本解説は渡部哲也・福田 宏が作成した。目録作成に

あたっては以下の協力員各位の協力を得た (五十音順)： 浅田 要（岐阜大学応用生物科学

部），小川 洋（海の生き物を守る会），木村昭一（三重大学大学院生物資源学研究科），佐

藤大義（琉球大学理学部海洋自然科学科），締次美穂（南紀生物同好会），末永崇之（元・東

北大学大学院生命科学研究科），中島広喜（横須賀市自然・人文博物館）。 
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